
 

　

17日（月）体操教室(あじさい組・けやき組）

19日（水）まなびタイム(けやき組）

22日（土）避難訓練(地震・火災想定）

24日（月）鶴ケ谷ウォーターパーク

温水プールあそび(いちょう組）

25日（火）誕生会

27日（木）わくわくファミリーデー(なのはな組）

※ちゅうりっぷ組個人面談 8/17(月)～8/28(金）

※いちょう組個人面談 8/31(月)～9/11(金）

水しぶきに歓声をあげて、友だちとプールであそぶ子ども達の笑顔に夏本番を感じます。「そろそろお部屋

に入りますよ～」と声をかけても水あそびはなかなか終わりません。3歳未満児の子ども達も沐浴や、タライ

の水に触れ気持ち良さそうな表情を見せています。心地良い水の感触を全身で味わいながら夏のあそびを満喫

している子ども達です。

さて、玄関前の畑では夏野菜がぐんぐん育っています。子ども達は、野菜の生長だけでなく、トウモ

ロコシやカボチャが実をつけるには「受粉」が必要であることを知り、実際に「受粉」の様子を、興味

津々で観察していました。また、葉が『ウリハムシ』に食べられていることに気づき、けやき組の女児

が調べた『乾燥させたコーヒーかすを撒く方法』を皆で試しています。収穫後の食育活動も含めこれか

らも子どもたちの「なぜ？」「やってみたい」という気持ちを育んでいきたいと思います。

2日（水）避難訓練(地震・火災想定）

4日（金）わくわくファミリーデー

（れんげ組・たんぽぽ組・ちゅうりっぷ組）

10日（木）誕生会

14日（月）体操教室(3歳以上児クラス）

16日（水）まなびタイム(けやき組）

18日（金）親子味噌づくり(けやき組）

30日（水）わくわくファミリーデー

(あじさい組）

8月の行事予定

鶴ケ谷はぐくみ保育園

園だより 8月号

令和8年8月

鶴ケ谷はぐくみ保育園

梅が旬を迎えた7月。いちょう組では梅漬け作

りに挑戦しました。子ども達は1つひとつ丁寧にヘタを取り、

梅を綺麗に洗って塩漬けにしました。梅の香りを嗅いだ子

ども達からは「パイナップルみたいな匂いがする！」とい

う声も聞かれ、梅ならではの香りを楽しんでいました。赤

シソを加えて塩もみし、無色から紫色に変化していく行程

をみると「すごい！」「色が変わった！」と大興奮 梅や赤

シソの香りや色の変化を五感で感じながら日本の季節の手

仕事に親しむことが出来ました。これからも毎日瓶のなか

を覗きこみ、梅が少しずつ漬かっていく様子を楽しみに見

守っていきます。

9月の行事予定

①水あそび用の検温表は朝、

必ず職員に手渡しで提出し

ていただくようお願いしま

す。

②おがーるの打刻は必ず保

護者の方が行い機器にお子

さんは触れないようお約束

をお願いします。

梅漬けを作ったよ！



　　　　　　　 

　

　

楽しかったね！温水プール

一緒にあそぼうパパママデー！

7月6日、けやき組が“鶴ケ谷ウォーターパークプー

ル”に行ってきました。初めての本格的なプールに少

し緊張していた子ども達でしたが、プールの先生たち

の元気な声がけに背中を押され、水かけ競争やムカデ

歩き、水中鬼ごっこなど様々なあそびに夢中になりま

した。最後は滑り台から何度も水のなかに飛び込み

「もう１回！もう１回！」と歓声が響き渡るほどの盛

り上がりでした。水の心地よさを全身で感じながら、

夏ならではの楽しい思い出と貴重な経験ができました。

今月はいちょう組も温水プールへ出かける予定です。

どうぞお楽しみに。

先月、今年度第1回目の「パパママデー」を開催し、たんぽぽ組の保護者の

方にご参加頂きました。参加後には「わらべうたや大きな布を使ったあそびな

ど、家庭ではなかなか体験できないあそびを楽しめたり、食事前の準備や一人

ひとりに合わせた丁寧な声掛けを見て、保育士の仕事の大変さと工夫を知るこ

とが出来ました。」と、有難いご感想を頂きました。

クラスのお子さん達と一緒にあそんで頂き、お子さんの姿や成長を感じたり

子育てのヒントとなれば幸いです。皆様ぜひ、お気軽にご参加ください。

７月中旬に保健師による、職員研修を行い、乳幼児期における予防

接種の大切さについて学びました。

各病気の特徴についてにご紹介します。

令和６年度から

五種混合ワクチン

・ジフテリア

・破傷風

・百日咳

・ポリオ

・ヒブワクチン

お子さんが安心して毎日を過ごせるよう、母子手帳で接種状況をご確認いただき、未接種の予防接種があ

る場合は、かかりつけ医へご相談のうえ計画的な接種をご検討ください。

・5歳児は小学校入学前に麻疹風疹の混合接種を忘れずに受けましょう。

※日本小児学会ホームページ『小学校入学前に接種すべきワクチン』

https://www.jpeds.or.jp/uploads/files/VIS_A-08shougakkou_20240401.pdf

土や砂、泥などにいる菌が体

内に入り感染する病気です。

公園や園庭など、子ども達が

日常的にあそぶ環境に存在す

る可能性があり、重症化すると

命に関わります。

鼻や喉に感染を起こしやすく喉で感染し

た場合は悪化すると気道が閉塞し窒息

することがあります。

百日咳菌の感染によって、けいれん性の激

しい咳発作を特徴とする気道感染症性で

す。夜間の発作がおおいですが、年齢が低

いほど症状は多様で特に乳児では注意が

必要です。
かつては、『小児まひ』として知られ主に

感染した人や便を介してうつり、手足の

筋肉や呼吸する筋肉などに作用して麻

痺を生じることがあります。
軽い症状の場合は鼻水や咳、のどの痛み

や中耳炎の症状がみられます。一方で細

菌が髄液に侵入すると敗血症などの重い

病気を引き起こす可能性があります。


